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小 ･中学生のストレス反応と家族環境

金城育子* 前原武子…

Str･essResponcesandFamilyEnviro･nmentsinChildren

KINJYOIkuko

あいかわらず,いじめや不登校,薬物依存や

中途退学,さらには,少年による凶悪犯罪の頻

発といった,児童生徒を取 り巻くさまざまな問

題が深刻である｡ そのような,問題を理解し解

決するために,心理学はこれまで,子どものス

トレッサ-やス トレス反応の分析,コ-ビング

やソーシャルサポー トのス トレス軽減効果など,

様々な面から検討 してきた (例えば,長根,.

1991 ∴岡安 ･嶋田 ･冊羽,1992;岡安 ･嶋EE]･

坂野.1993;三浦 ･坂野.1996;藤野,1996

など)｡しかしながら,その多 くの研究は,加

齢による変化 (発達差)を明らかにしていない

し.また.その規定要因についても多くの問題

点を残している｡

これまで.多くの研究が中学生のストレスを

めぐる問題に関心を示 してきた｡中学生が深刻

な適応上の問題を呈することが多いからであろ

う｡ 実際,中学生が ｢親子関係｣,｢先生との関
係｣,｢友人関係｣.｢部活動｣.｢学井｣,｢規則｣,.
｢委員活動｣など.多様なス トレッサ-をもっ

｢不安･抑うつ｣,｢無力感｣など多様なス トレス
反応を示すことが明らかにされてきた (金城 ･

前原,1997;岡安 ･嶋田 ･丹羽,.1992;岡安 ･

鴫四 ･坂野,1992;岡安ら,1993)｡ しか し,

中学生だけでなく小学生も.｢親子関係｣や,

｢友人関係｣,｢授業中の発表J,｢学共成続｣.,

MAEHARATakeko

｢学校システム｣など,多 くのス トレスを抱え

ていることが報告されている (金城 ･前原,

1997;長根,1991;嶋田 ･岡安 ･坂野,1992)0

では,中学生と小学生ではどちらが強いスト

レスを経験しているのだろうかO 多発するノJ､学

生の問題行動を考えると,ストレッサ一には両

者に違いがあっても,その反応として起こるス

トレス反応は.小学生でも中学生に劣らず深刻

な問題を内包していることが推察される｡先行

研究は小学生と中学生のストレス反応の比較検

討を行なっていないが,性差の検討を行なって

おり (金城 ･前原,1997;岡安ら,1993),中

学生のストレス反応が男子より女子で強いこと

を報告している｡ 小学生でも一貫して女子に強

いス トレス反応が見られるだろうか｡本研究は,

ストレス反応の強さが小学生と中学生の間で異

なるかどうか比牧検討すると同時に,その性差

の間週にも接近することを節1の同約とする｡

本研究の姉2の目的は,ス トレス反応を規定

する軍国について検討することである｡ これま

で,ストレス反応の規定要因としてストレッサ-

を特定する研究がなされてきた中で,.ス トレス

過租で機能するさまざまなス トレス綾衝要因の

効果を明らかにすることの韮輩性が指摘され,

特にソーシャルサポー トの効果が検討されてき

た (CohenandWins.1985)O中学生を対象に

ソーシャルサポー トの効果を検討 した岡安 ら
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(1993)は,父親からの情緒的サポー トによる

ス トレス反応の旗衝効果が男子でなく女子だけ

で見られることを報告 している｡ 一方,小学生

を対象とした前原 (1998)は,男女ともに,そ

して父親サポー トが母親サポー トと同程度に無

力感を低減させることを見出し,また.絶望感

を取 り上げた森 ･堀野 (ユ992)も同様な結果を

報告 している｡ そのような研究結果の違いから,

小学生においては中学生より,両親の情緒的サ

那- トが効果的に機能しているかどうかがス ト

レス反応の低減にとって重要な要因であること

が予想される｡ その予想を確認するためには小

学盤と中学生を同じ土俵で比較検討する必要が

あることはいうまでもない｡

しかし,ここで,父親と母親を独立に取 り上

げることには問題がある｡ 父親や母親は夫婦と

いう相互関係のありかたで,あるいは子どもの

特性や他の家族構成貝の特徴などによって異な

るシステムの中で親子関係を築いている｡その

ような家族.システムの視点に立った研究の必要

牡が.従来の親子関係研究の反省から指摘され

枚肘する際にも,父子関係.母子関係 というよ

り家族システムの機能状態を取 り止げて検討す

る必繋があろうo こjtまでの家族システムの視

点に立った研究は,家族内のサブシステムの特

徴を取 り上げる方向 (たとえば,Gable,Crnic

,& Belsky,1994)とシステムとしての家族集団

の特徴を取 り上げる方向 (たとえば,西出 ･夏

野,1997)がある｡ 本研究は,後者の方向に位

置し,子どもが認知する家族集団のシステム環

境が子どものストレス反応にどのような影響を

与えるのか.小学生と中学生を対象に比較検討

しようとするものである｡西出 ･夏野 (1997)

は,家族システムの機能状態を測定する ｢家族

内コミュニケーション｣,｢家族に対する評価工
｢家族の凝集性｣,｢家族システムの柔軟性上
｢家族内ルール｣のうち,前 3つの下位尺度認
知が中学生の抑うつ感の低減に貢献することを

報告 している｡ しかし,その性差や.小学生と

中学生の違い,ス トレス反応による違いなどへ

関心を示 した研究はほとんどない｡本研究では,

第 1の研究 EI的と連動して,多様なス トレス反

応を取 り上げ,小学生と中学生の男女が認知す

る家族システムのどのような特徴がストレス反

応の低減に貢献するのか検討することを第 2の

目的とする｡

方 法

1.家族システムの測定 :前原 ･金城 (印刷中)

による家族環境尺度25項眉 ｡ この尺度は.小

学生および中学生に適応可能な尺度として考

案され,｢情緒的結合｣,｢価値 ･規範｣.,｢違

離性_A,｢社交性｣の4因子から構成されてい

る｡｢とてもあてはまる｣から ｢まった くあ

てはまらない｣の5段階評定による｡ 項目を

表1に示す ･

表 1 家族環境尺度

情 私の家族では,いろいろな面で助け合っていると思う

緒的結∠ ゝ 元気のない時.家族の誰かが,すぐに気づいて

励ましてく.れる
何か悩んでいる一時.私の家族はいつでも相談相
手になってくれる
何か嬉しいことがあるとき､家族のみんなでよ
ろこびあう
私の家族は なんでもよく語をする

I家族には自こ分の意見を言いやすい
l=I 誕生日などの記念日には,家族みんなで楽しむ

価値 私の家では.何事にもペストを尽くしてやらな

ければ,ひどく叱られる
私の家では,学校でよい成績をとることが.と
でも大事にされている
手伝いなどのやるべきことをやらないと,家族

/ からひどく叱られる私の家では,きまりを守ることがとても大切に
されている

規蘇 家族で決めたことは､厳しく守らされる

私の家では,時間をきちんと守ることがとても
大切にされている
私の家では,何事もいい加減にすますことは許
･されない

遊離性 私の親には,.友達が少ないと思う

私の家族は,私の友達の名前をほとんどしらない

私の家族は,地域の人との付きあいがとても嫌;
いだ
おしゃれや派手な格好で掴立つことをしても,
私の親は何もいわない
私の親は,私の将来に期待をかけていない
私の家族は,ーおたがい,誰がどこで何をしてい
るのかほとんど知らない

私の家族は,よく他の家族と食事をする
交 私の家族は,キャンプやビーチパーティが好きだ

性 私の家族は,よくスポーツをする
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2.ス トレス反応 の測定 :岡安ら (1992)を参

考に,.｢不機嫌 ･怒 り｣,｢身体反応｣,｢抑う
つ .不安｣,｢無気力｣について,各々6項臥
計24項闘を使用した.項目は衷2に示す.0 5

段階評定.0

寮 2 ス トレス反佑尺度

怒 不機嫌でおこりつぼい
り いらいらする
/ いか りを感 じる
香 気持ちがむしゃくしゃ■している
機 腹立たしい気分だ
嫌 誰かに怒 りをぶつけたい

身体 つかれやすい
体がだるい
田が疲れる

皮応 頭が くらくらする
腹が痛む
頭が重い

不 不安を感 じる
安 悲 しい
/ さみ しい気持ちだ
抑 泣きたい気分だ
つ 心が暗い
つ 気持ちが緊張 している

無 勉強が手につかない
ひとつのことに鮭中することができない

体から力がわいてこない

感 なにもやる気が しない

3.被験者 :沖縄県西原町の小学 5. 6年生

54･6名 (男子292,女子254)と,中学 l年生

201名 (男子nOO,女子101)0

結 果

1,ス トレス反応の得点差

図 皿-4は.性別 ･校種別にストレス反応

別の得点を示 したものである｡いずれのスト

レス反応でも碑挙女子の得点が商いが,性×

校種の分散分析を行ったところ.｢身体反応｣
だけで,男子より女子の得点が有意に高かっ

た (F-4_28df-I.717p<.0･5)Oまた,｢不

安 ･抑 うつ反応｣(F-6.75.p<朋 )･,およ

び ｢無気力反応｣(F-5.98,p<dO5)rで,中

学生の万が小学盤よりも有憩に高い得点を示

したO｢怒り一不機嫌｣だけで交互作用が有

中,小学女子が,最も低い憶を,中学女子が

凝･も高い値を示す一方,.男子が,小中を通 じ

て同程度の得点であったことを反映したもの

であろう･｡

1.5'',†舵:

聯 1''!M

2 _-Ll.こ岩. ,ザ■卜争 女 中準 用小学 男 J

ノーに巨鯨gA I

l

N 一℃.認識 L馳I.オi 蘭議; 汚昔..

耕.m 儲町 一例一 一.-批 r.,.lL__,__す 岩l照一.,1 描 .;_義琴 '小孝 男 小学女 中率 男

2,ス トレス反応を蓮華変数とし,家族魔境を

説明変数とした韮回帰分析

校種別 一性別に.家族環境の4因子を説明

変数とし,各ス トレス反応 を基準変数とL.た

塵回帰分析を行った｡その結果は.表3･に示

すとおりである｡｢怒 り･不機嫌反応｣に対

して,.小学校男子ではいずれの家族環境閏:千

の影響力 も見られないが,小学校女子では

｢情緒的結合｣が嚢の,｢価値 ･規範｣および

｢遊離｣が正の有憩な借を示 した｡一方中学
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校男子は,｢社交｣が負の,｢価値 ･規範｣お

よび ｢遊離｣が正の有意な値を示 した｡中学

女子では.｢遊雅｣が,正の有意な値を示 し

た｡

｢身体反応｣に対して,小学男子は ｢情緒

的結合｣が負の有意な値を,｢価値 .規範｣
が正の有意な値を示 した｡ 中学男子では.

｢遊離｣が正の有意な値を示 した｡小 ･中学
ともに女子には,,有意な値は確認されなかっ

た｡

｢不安 ･･抑うつ反応｣に対しては,小学女

千,中学女子とも ｢遊離｣が正の有意な借を

示 したが,男子においては小 ･中学とも有薯

な値は得られなかった｡

表3 家族環境を説明変数.各ス トレス反応を基準変数とした重回帰分析

庄)小学校男子

怒 り.不機嫌 身 体 反 応 不安 -抑 うつ 無 気 力

'標準偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回傭 F 標準偏回帰 F

情緒的結合 -0.ll 0_67 -0.38 8.84* * -0.09 0.53 -0.16 I.49

棚イ1日,規範 0.ll 0ー71 0.27 5.29* 0.22 3.07 0.13 ;1.04

②小学校女子

怒 り.不機嫌 身 体 反 応 不安 .抑 うつ 無 気 力

標準偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回帰 F

情緒的結合 -0.31 7.26♯ * -0.09 0.58 -0..15 1.61 -0..25 4.86■

仰淵i.規範 0..28 6.59* 0.18 2.26 0..ll 0.86 ･0.26 5.62*

遊 離 0.25 6_74♯ 0.20. 3一75 0.26 6.3* 0.27 7.65*♯

社 交 0.06 0.34 -0.05. 0.,00 0.08 0.52 -0.14 2.00

③中学校男子

怒 り.不機嫌 身 体 反 応 不安 .抑 うつ 無 気 力

標華偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回帰 F

情緒的結合 -0.30 3..62 0.06 0.13 -0.14 !0.70 -0.07 0.1】6

価値 .規範 0.31 4.38♯ -0.ll 0.55 0.1.6 1.01 0.10 0,42

遊 離 0.23 5.12* 0.24 4.76* 0.16 2.20 0.13 1.46

社 交 -0_23 4.12* -0.18 2ー26 -0.13 1.05 -0.26 4.51*

⑥中学校女子

標準偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回帰 F 標準偏回帰 F

情緒的結合 -0,12 1.16 0.14 1.43 -0.10 0_74 -0.13 1.33

価値 一規範 0.19 3.72 0.12 1.36 0_08 0.59 0_21 4.09*

遊 離 0.33 .1..1.44** 0.20 .3.88 0ー27 7.23** 0.:22 5.07*

pa'‥償 量感 品諾品 *

- 148.-



｢無気力反応｣では小 ･中学の女子が ｢価

値 ･規範｣および ｢遊離｣で正の有意な値を
示 した｡また.小学女子が ｢情緒的結合｣で

負の有意な値を.中学男子が ｢社交性｣で負

の有意な値を示した｡ノト学男子における有意

な値は認められなかった｡

考 察

本研究のねらいは,まずストレス反応が小学

生と中学生で,その性の違いによる特徴を明ら

かにすることであった｡得られた結果は,女子

における ｢身体反応｣が男子より強いというだ
けの性差であった｡われわれは先に (金城 ･前

原,1997),｢不機嫌 ･怒り｣および ｢無力感｣
が中学男子より女子で強いことを報告したが.

岡安ら (1993)は∴｢不機嫌 ･怒 り｣では男子
の得点が,｢抑うつ ･不安｣,｢身体反応｣では
女子の得点が高いという結果を,日本の首都圏

公立中学校の一般的特徴として解釈している｡

本研究の中学生は.それら先行研究と一致した

結果を示さなかったことになる｡

-方,小学生と中学生の比蚊検討を行なった

結果は,｢不安 ･抑うつ反応｣および ｢無気力
反応｣が小学生より中学生で強く,しかし ｢怒

ないことを示 した｡たしかに中学生は小学生よ

り多様なス トレス反応を強 く引き琴こすものの,
小学生でも.中学生と同程度にいらいらしたり.

怒 りっぽくなったりするし.疲れや体の不調を

感じたりすることが明らかにされたことになる｡

興味深いことに,女子にあっては.小学校で

｢怒り･不機嫌｣得点が低いものの,中学校で
は男子よりも高くなる傾向が見られた｡この女

子における変化の激 しさは何に起因するのだろ

うか｡今後.多様な規定翠因の分析検討が必要

である｡

その規定要因の1つとして本研究は家族のシ

ステム環境を取り上げた｡家族環境の異なる側

面が各ス トレス反応にどのような影響力をもつ

か検討 した結果は.rストレス反応の違いにより,

また健の違いにより.あるいは小学生と中学生

で異なるものの,｢偶緒的結合｣ と ｢社交性｣

｢遊離｣がストレス反応を高める傾向を示すも

のであった｡すなわち,｢情緒的結合｣の家族

環境は小学女子で ｢怒り･不株嫌｣および ｢無

気力｣を,そして小学男子では ｢身体反応｣を

低減することに貢献することが分かった｡同 じ

でなく ｢不安 ･抑うつ｣にも低減効果をもつ･こ

とが分かった｡｢情緒的結合｣は家族相互の親

密な関係を窓昧するものであり,ストレス反応

を低減させるサポート機能をもつという本研究

結果は,,先行研究 (西出 ･夏野,1997)の級告

と同一方向にある｡しかし,その効果が中学生

に見られなかったことやすべてのストレス反応

に見られなかったことは.,家族が親密で支援関

係にあっても,そのス トレス反応低減に,特に

中学生においでは.効果的に機能するとは限ら

ないことが本研究で明らかにされた｡この結果

が本研究の被験者の特殊性によるものかどうか

は,.今後さらに検討を重ねて明ら･かににされな

ければならい｡

一万,本研究は,ストレス反応を高める効果

見出した｡すなわち,小学男子では ｢価値 ･規

範｣環境が ｢身体反応｣を,小学女子では ｢価

値 ･規範｣および ｢遊離｣が ｢怒り･不機緋｣
および ｢無気力｣を摘めるものであった｡中学
男子では ｢価侶 ･規範｣が ｢怒り･不機嫌｣を,

｢遊離｣が ｢怒り･不機嫌｣および ｢身体反応｣

杏.そして中学女子では ｢価値 ･規旺｣が ｢無

気力｣を.｢遊離｣が ｢怒り･不槻棚｣,｢不安 ･
抑うつ｣,および ｢煉衆力｣を舐めるものであ

ることが分かった｡｢価鵬･規範｣は単鞍選伐

を意味するものであり,｢遊離｣は,家族内外

の^関目醐係の希沸きがEl立つ家族鞘境であるO
それらが子どもに強く認知されるほどス トレス

反応を強める効果をもつことが小学生および中

学生で明らかにきれたことになる｡

前原 ･金城 (印刷中)は,小 ･中学生が ｢情

緒的結合｣の家族環境に対して満足感をもち,

逆に ｢価値 ･規範｣および ｢汲離｣の家族環境
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を否定的に評価することを見出 した｡本研究結

果は,子どもが満足に.思う家族環境がス トレス

反応を低減するために効果的に機能すること,

しかし,それ.より明瞭なことは,.子どもが満足

に思えない家族環境がス トレス反応を増大させ

ることを示しているO特に中学Ji三のス トレス反

応を低減するためには,｢情緒的結合｣を補完
する環境としてサせめて ｢価値.規鹿｣,｢遊離｣
が強くなりすぎないように家族環境を整備する

ことの必要性が示唆される｡.この時期の子ども

たちにとって,家族からの過度の期待や拘束感,

厳 しい規律などは,｢良い子｣の役割と心理的
蹟立との間の葛藤を生むだろう･し,逆に家族か

らの関心や期待が低い ｢遊馳｣状況では自己の

存在感を実感できない不安を喚起するだろう｡

その結果が韮鯖なス トレス反応-と発展する可

能性を本研究は示 している｡

藤野 (1996)は,鑑別所に入所 した少年男子

を対象としたス 汀､レス研究の中で,.｢抑 うつ ･
不安反応｣および ｢無力感反応｣の両ス トレス
反応が.非行の直前に強く.なることを見出し.

日頃少しずつ蓄欄されていたス トレス反応が,

限界城を脇えた結果として非行が起こることを

報告している｡ さらに,.小学校時代以前の生育

歴止の関越を未だに解決できていない未解決群

の場合,解決摘みの安定群に比べてストレス反

応の種類を問わず,非行直前にス トレス反応を

強く示 し 米処理群では,ストレス反応が高まっ

た状態,すなわち現状に耐えられたくなった状

態で非行に至る場合が多いこと,非行後の変化

は必ずしも減少するとは限らず.ス トレス反応

増強という場合も少なくないことを明らかにし

た｡.ス トレス反応に耐え.かねて非行化 し,さら

に一層強いス トレス反応を招 く.という図式を明

らかにし,特に保護者からのス トレス刺激嫌悪

度が.不機嫌 ･怒り･反応,身体反応,無力感反

応に強い影響力をもつこ とを明らかにしたので

ある｡

本研究は,小学生でも中学生と同程度のス ト

レス反応を示す場合があること,ス トレス反応

に大きな性差が見られないこと,中学生では家

族藤間 の情緒的安定システムが機能しても,.そ

れがス トレス反応の低減には効果的に機能する

ものではないこと,逆に.小学生でも中学生で

ち,自己の価値や存在感が脅かされる家族シス

テムは容赦なく彼らのス 恥レス反応を高めるこ

とを見出した｡得られた結果から,すでに小学

･校の段階で,家族環境の機能不全が子どもの適

応上の問題を内包 していることが分かる｡

さらに,本研究は,中学男子の一部ス トレス

反応に対 して,｢社交｣の家族環境が低減効果
をもつことを見出した｡この家族環境は,前原 ･

金城 ･(印刷中)が地域の特殊性として尺度の構

成国に含めたものであるが,下値尺度としての

信頼性がやや低 く.,また家族に対する満足感と

の関連性も低いものであった｡しかし,中学生

の.自尊感情には正の影響力をもつことが報告さ

れた｡中学男子においては,情緒的結合関係に

かわって社交的,開放的な家族環境が効果的に

機能することが示唆される0本研究が見出した

結果から,｢情緒的結合｣および ｢社交｣家族
環境システムの増強,同時に,｢価値 ･規範｣

および ｢遊離｣家族環境システムの准和が,令

級.不適応問題-の予防的介入の 1つの手がか

りになることが示唆される｡
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